
横浜天声キリスト教会　　週報　第 16 巻 13 号（No.581）　　2021 年 3 月 28 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　１ヨハネ 4:9-10　･･････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ １４４番　イエスわがために

*交読文　････････････････ ５８番

*使徒信条　･･････････････会衆一同

*頌栄　･･････････････････ １４０番　いざいざきたりて

礼拝のための祈り　･･･････ 成田エクレシア：河執事　天声：小林伝道師

賛美　･･････････････････ ８９番　シャロンの花

メッセージ　･･････････････ 十字架の福音という愛のプロポーズ(雅歌 8:5-7)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････ ８７番　主のまといし衣

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････ 受難週に入ります。十字架の主をおぼえましょう。

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（第二テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　 神はそのひとり子を世につかわし、彼によって＿＿を生きるようにして下さった。それ

によって、＿＿に対する神の愛が明らかにされたのである。＿＿が神を愛したのではな

く、神が＿＿を愛して下さって、＿＿の罪のためにあがないの供え物として、御子をお

つかわしになった。ここに愛がある。

　愛する者たちよ。神がこのように＿＿を愛して下さったのであるから、＿＿も互に愛し

合うべきである。神を見た者は、まだひとりもいない。もし＿＿が互に愛し合うなら、神は

＿＿のうちにいまし、神の愛が＿＿のうちに全うされるのである。(１ヨハネ 4:9-12)

　＿＿よ。そういうわけで、神のあわれみによって＿＿に勧める。＿＿のからだを、神に

喜ばれる、生きた、聖なる供え物としてささげなさい。それが、＿＿のなすべき霊的な礼

拝である。＿＿は、この世と妥協してはならない。むしろ、心を新たにすることによって、

造りかえられ、何が神の御旨であるか、何が善であって、神に喜ばれ、かつ全きことであ

るかを、わきまえ知るべきである。(ローマ 12:1)

メッセージ概要

　今週はイエス様の受難週、英語では passion week という。なぜパッション（情熱）なのか。それはイエス様

が、限りない情熱をもって、私達を愛した故、私達の身代わりに十字架の上で死んで下さった事によって、

その愛を、実践して見せて下さったからだ。極みに至る愛を表現された十字架の主を、本日、おぼえたい。

　イエス様はなぜそこまで、私達を愛されたか。それは、「結婚」という、愛の究極を、結実させるためである。

結婚と、十字架は、密接な関係がある。ユダヤ人は過越祭の度に、雅歌書を朗読するが、過越祭は、十字

架でほふられたキリストを意味しており、また、雅歌書のテーマは、まさに、男女の愛、そして結婚である。

　結婚とは、男性が女性に対し、また、女性が男性に対し、これからわたしは、自分の生涯（いのち）を、あ

なたに、そして、あなたと共に築いて行く新たな家庭のために、捧げます、そうして神様の「生めよ、増え

よ」という使命を、あなたと一緒に、生涯を通して全うして行きます、という、聖なる契約である。イエス様は、

私達と、その「結婚」関係を築くために、まず、イエス様の側から、ご自身のいのちを、私達へと捧げられた。

　私達が、その契約関係へと入るために、まず必要なものが、  信仰  である。すなわち、イエス・キリストこそ

私の救い主であり、また、私の人生の主人である、と、信じて、告白するのだ。信仰とは「  to unite  （連合す

る）」、「  to band  （結ぶ）」を意味するが、それはまさに婚姻関係と同じである。私達の信仰先祖・アブラハム

は、神様の言葉を信じた故に、それが彼の義とされた、と書いてある。しかし、信じた事で完成、ではない。

　結婚という契約に入った際、日々要求される事は「  捧げる  事  」である。結婚生活とは、自分を相手に捧げ  、

また、結婚した事によって生じた新しい「家庭」のために捧げる事によって、成り立つ。こうして自分は相手

のものとなり、相手は自分のものとなり、そうして新しいいのち、新しい家庭を築き上げて行くのだ。もし夫

婦のどちらか、あるいは両方が、その「捧げる」事をしないなら、その家庭はやがて分解してしまうだろう。

　以上、まことの花婿であるイエス様を  「信じる」事と、「捧げる」事が、そして、イエス様と共に構築して行く

新しい家庭、すなわち「神の国」のために、自らを捧げる事が、イエス様との契約において、必要である。

　私達自身を、きよい、生きた供えものとして、神様に捧げるなら、私達は神様の所有とされ、神様が私達

の所有となるのだ。事実、アブラハムの信仰が「完成」したのは、彼のひとり子・イサクを「捧げた」時だった。

アブラハムは、その行いによって、彼の信仰は完成し（ヤコブ      2:22  ）、それによって、彼の子々孫々は、永

久に「神のもの、神の所有」となった。それ故、アブラハムの子孫は、この地上において特別な存在なのだ。

　私達も同じように、イエス様を信じ、自分の生涯（いのち）をイエス様へと捧げ、自分自身の所有権を、イ

エス様へと渡すなら、私達はイエス様と婚約関係となり、雅歌書にある通り、『わたしはわが愛する人のもの、

わが愛する者はわたしのものです。』(雅歌 6:3)という関係、私達はイエス様の所有となり、夫であられるイ

エス様に永遠に保護され、愛されつつ、永遠の家・天国において、永遠に共に王として治めるのである。

　結婚において、肝心な事は、  意志による決断  だ。神様は、全て創られた生き物のうち、ただ人間にだけ、

神様に従う自由・従わない自由を、与えられた。それは、人は唯一、キリストの花嫁となれる存在であり、キ

リストを愛し、その契約関係に入る、と、意思表明する事こそ、結婚においての前提だからである。

　私達もアブラハムのように、自分のしきたりと縄張りを捨て、主へと捧げるなら、この、永遠の契約関係へ

と入れられる。しかし、その自由意志を用いて、イエス様を「信じない」と選択する者、神様が提示した契約

を捨て、ただ、自分の好む事をし続ける者は、”永遠の独身者”として、自分の罪の中で死に、永遠に絶た

れてしまう。それ故、私達を愛してくださった主は、イエス様との結婚関係へと入りなさい、と、招かれる。

　十字架の出来事、それは、イエス様が自身を私達へと捧げられ、こよなき愛を示された出来事であり、福

音とは、イエス様のその捧げた愛を「受け取りなさい」という、愛のプロポーズである。私達が先に神を愛し

たのではなく、神がまず私達を愛し、ひとり子を私達へ与えて下さった故に、私達に愛が分かったのである。

　このパッションウィーク、十字架上で自らを捧げる程に情熱を示してくださったその愛を思い、信仰をもっ

てそれを受け入れ、イエス様との婚姻関係を、高らかに宣言し、天と地において一切の権威が与えられた

イエス様と、永遠の家を築き上げていく皆さんでありますように！イエス様のお名前によって祝福します！



お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

主日礼拝（日曜）

日本語礼拝   賛美 10:30　礼拝 11:00
食事/フェローシップ 　      12:30～
English Service　　　          　　 14:00～
 ※月に一度、成田出張礼拝のためお休みします。

　　詳しくはお問い合わせ下さい。

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～
水曜礼拝

　1部                                           　13:00～
　2部                                           　19:30～
金曜祈祷会                                   19:30～

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B出口を出てまっすぐ徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 16 巻 13 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2021 年 3 月 28 日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voice.of.christ.yokohama/
email：　ephes_03-tensei＠yahoo.co.jp

聖書メッセージをメールで

お届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://voice.of.christ.yokohama/
http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

